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マングローブセジメント中のバクテリアを利用した燃料電池

（Fuelcellsusingbacteriainmangrwesediments）
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新崎のどか･米蔵誠哲（NodokaArasakiandNobuakiYbnekura）

琉球大学理学部

亜熱帯水環境のバクテリアを利用した微生物燃料電池の試験を行った。炭素

棒電極、Nafionプロトン選択膜から成る２槽電池を用いて、沖縄島沿岸のセジ

メントを分散した溶液について、嫌気条件下で燃料添加やメデイエーター添加

による電力の増強を試験したところ、沖縄島の屋我地、慶佐次等のマングロー

ブセジメントに顕著な効果が観測された。また、１Ｌのマングローブセジメント

を同量の海水で覆った自然の状態に近いモデル燃料電池についても試験した。

炭素電極を設置後２０日で起電力が一定になった。燃料となる有機酸塩（乳酸、

ピルピン酸、酢酸、リンゴ酸、酪酸）の添加による電圧の増強を確認した。特

に、乳酸塩、ピルピン酸塩による増強が明確で顕著であった。すべての燃料有

機酸塩について添加後５－１５日で海水中の電極電位が反転し、その起電力はセジ

メント中の嫌気性バクテリアと同程度になった。これは海水中で好気性バクテ

リアが繁殖、電極に付着し電子源となったのが原因であった。モデル燃料電池

の電荷放出能・電力を評価するため、１ｋＱ定抵抗放電による電圧を測定したと

ころ、時間とともにべき関数的に減衰した。そこで、電流・電圧変化を短絡か

ら－時間で時間積分することで電荷量、電力を算出した。慶佐次のセジメント

の最高電荷量はＯｌ６Ｃ、最高電力は７Ｗである。今後は、電池内および電極に

付着した微生物群を解析し、有効な電子放出源となるバクテリアを探索する予

定である。


